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代表　板
倉信夫さ
ん

令和５年度議会報告会
意見交換会

会派代表質問

P2～P3

P4～P6

11月30日～12月15日

会派代表質問とは・・・・・・・

かっぱの里一色同好会

う
し
く
の
風
景
を
描
く

私たちは、十数年前に公民館で行われた講座から
スタートしたパステル画、水彩画教室です。
制作のモチーフとしては、四季折々の風景、身近に
ある動植物、家族との思い出のシーンなど様々。
毎年１回メンバーの作品展を企画開催しています。

会派内の意見を代表する議員１名により、市長の予算編成方針
または施政方針に対し、議長の許可を得て質問するもの。答弁
はすべて市長が行う。

特集

新しく始まりました

表紙の絵は

講師　一色直彦さん

第第111177号号

牛久市議会の情報は、ホームページでご覧いただけます。アクセスは、検索サイトから　　牛久市議会　　検索



意見交換会でいただいたご意見や要望の一部から
市へのご意見はすべて意見として申し伝えます

自由記載欄より　
・全体的に時間が短く、参加者の意見が出せなかった。
・意見交換会の時間をもっと長くして欲しい。
・常任委員会ごとの細かい報告ではなく、全体的にポイン

トをまとめた報告で十分。課題、取組、成果の有無が
分かれば良い。

・意見交換会は、ディスカッション方式にしては。
・企業の参加も声掛けしてもらいたい。
・子育て世代や現役世代の意見もしっかりと反

映させるようにして欲しい。世代限定の意見
交換会も開いて欲しい。

アンケート結果
当日は５５人（うち幼児４人）
ご参加いただきました。
アンケートは４０人から回答い
ただきました。
ご協力ありがとうございました。

Q1 あなたの性別を教えてください

Q4 第 1 部「謙会報告会」の時間について
お聞きします。

Q3 本日の謙会報告会に参加しての感想は、
次のどれに該当しますか。

Q2 あなたの年代を教えてください。

Q5 第 2 部「意見交換会」の時間に
ついてお聞きします。

男
29

無回答
2 女

９

2

70代以上
28

無回答
2

20代
2 2

1
60代 3

30代
40代

50代

短い
22

無回答
11

ちょうど
よい 7

短い
17

長い　3
無回答

6 ちょうど
よい 14

普通
18

よい　4

無回答
6 悪い

12

　各グループに議員が５人ずつ参加しました。ここで出た貴重
なご意見・ご要望は今後の議会活動に生かしてまいります。

■
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
若
い
人
た
ち
が
定
住
す
る
た
め

の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
起
し
て
ほ
し
い
。
　
　
　
　

■
市
民
文
化
祭
で
多
目
的
ホ
ー
ル
が
使
え
な
く
な
っ
た
り
、

展
示
パ
ネ
ル
も
使
え
な
い
な
ど
の
制
約
が
で
き
た
。
予
算

も
減
っ
て
い
て
来
場
者
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

■
財
政
に
関
す
る
情
報
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
た
が
、

難
し
く
て
複
雑
で
わ
か
ら
な
い
。
市
民
に
分
か
り
や
す
い

形
で
の
周
知
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　

■
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
教
え
て
ほ
し
い
。

■
行
政
区
で
の
課
題
が
あ
り
市
役
所
に
相
談
す
る
と
、
前
例

が
な
い
、
規
則
が
な
い
と
言
わ
れ
る
。

■
共
働
き
で
子
育
て
を
す
る
世
帯
を
応
援
す
る
取
り
組
み
が

必
要
。
も
し
も
の
時
に
子
ど
も
を
み
て
も
ら
え
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
欲
し
い
。
ま
た
土
日
に
開
催
し
て
い
る

子
育
て
支
援
が
な
い
た
め
親
子
で
地
域
と
繋
が
れ
る
場
を
。

■
人
口
減
少
対
策
と
し
て
企
業
誘
致
以
外
の
方
法
は
な
い
の

か
。
　
　
　
　

■
市
の
補
助
金
が
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。
支
給
さ
れ
た

先
の
使
用
用
途
の
公
開
が
必
要
。

■
議
員
の
仕
事
に
は
税
金
の
使
い
方
な
ど
執
行
部
の
チ
ェ
ッ

ク
が
あ
る
。
し
っ
か
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
活
動
し
て
ほ

し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
議
員
に
相
談
し
た
い
が
、
議
員
の
得
意
分
野
が
よ
く
分
か

ら
な
い
た
め
、
議
会
に
相
談
す
る
窓
口
の
よ
う
な
も
の
が

ほ
し
い
。

■
樹
木
の
繁
茂
な
ど
、
通
学
路
の
整
備
が
で
き
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。
弱
者
に
も
優
し
い
道
路
に
し
て
も
ら
い
た

い
。

　牛久市議会では、市民との対話を根幹に議会改革を進め、市民から信頼される議会にすべく『牛久市議会基本条例』を
平成 29 年に制定しました。条例の第 5 条に、議会は市民への報告と意見交換の場として、議会報告会を行うものと定めて
います。
　それに基づき、令和５年 11 月 11 日に中央生涯学習センターにおいて「議会報告会・意見交換会」を開催しました。
当日は議会報告会と意見交換会の２部構成で行いました。

キッズスペースを
設置しました！

お子さま連れでも安心して参加
していただけるよう同 室に

「キッズスペース」を用意。ファ
ミリーサポートセンターに託児
スタッフもお願いしました。当
日は４人の利用がありました。

総務企画常任委員会
　公共交通であるかっぱ号、うしタクの現状と課題について
教育文化常任委員会
　おくの義務教育学校施設の一体型建設事業について
保健福祉常任委員会
　ケアラー・ヤングケアラーについて
環境建設常任委員会
　下水道の経営状況と使用料の改定、太陽光発電設備に関
する条例について
予算常任委員会
　牛久市のお金の流れ、予算編成と決定までの流れについて

第１部 議会報告会第１部 議会報告会

第２部 意見交換会の様子第２部 意見交換会の様子議会報告会・意見交換会議会報告会・意見交換会特集 ４つのグループに分かれて
自由に話し合いが行われました

資料やここに掲載しきれなかったものは、

牛久市議会ホームページ　にアップしています。

各常任委員会でテーマを決め報告を行いました。

令和 6 年 1 月 31 日　　牛久市議会だより　　第 117 号（ 2 ）



意見交換会でいただいたご意見や要望の一部から
市へのご意見はすべて意見として申し伝えます
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令和 6 年 1 月 31 日　　牛久市議会だより　　第 117 号（ 4 ）

　
会
派
代
表
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

市民クラブ
黒木 のぶ子 議員

公共交通の利用料負担の軽減を

答弁）運行経費全体に対する収益率を考え向上を図る

質
問
　

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
の

確
保
と
利
便
性
向
上
は
切
実
で
あ

る
。
早
急
な
改
善
策
が
求
め
ら
れ

る
。
市
が
本
気
度
を
示
す
な
ら
市

民
の
意
見
要
望
等
を
受
け
、
改
善

へ
の
目
標
設
定
を
示
す
べ
き
だ
が
。

答
弁
　
（
市
長
）
か
っ
ぱ
号
、
う
し

タ
ク
を
適
正
に
運
行
す
る
た
め
、

運
行
経
費
全
体
に
対
す
る
収
益
率

の
目
標
値
を
設
定
し
て
い
る
。
今

後
の
あ
り
方
全
体
を
見
て
要
望
事

項
を
踏
ま
え
利
便
性
の
向
上
を
目

指
す
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

の
具
体
的
内
容
は

質
問
　

市
は
妊
娠
期
か
ら
18
歳
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後
の
セ
ン
タ
ー
設

置
の
目
的
、
内
容
は
。

答
弁
　

家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
は
令

和
４
年
児
童
福
祉
法
で
見
直
さ
れ
、

母
子
保
健
と
児
童
福
祉
で
の
一
体

的
支
援
で
体
制
の
強
化
と
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

質
問
　

市
の
課
題
分
析
か
ら
独
自

支
援
策
や
、
体
制
強
化
で
必
要
人

員
数
等
の
確
保
は
。

答
弁
　

サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
の
作
成

や
新
た
な
施
策
を
盛
り
込
む
必
要

か
ら
人
員
も
整
え
る
。

学
校
給
食
費
無
償
化

実
施
時
期

質
問
　

小
中
学
校
の
給
食
費
無
償

化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
市
長

の
看
板
政
策
の
一
つ
で
も
あ
る
。

急
激
な
物
価
高
騰
は
食
材
だ
け
で

な
く
光
熱
費
人
件
費
等
に
も
及
ぶ
。

毎
年
安
定
財
源
の
確
保
が
必
要
と

な
る
こ
と
を
勘
案
し
、
早
急
な
無

償
化
の
実
現
は
。

答
弁
　

一
気
に
無
償
化
は
難
し
く

段
階
的
に
一
律
補
助
と
す
る
の
か
、

中
学
校
だ
け
又
は
小
学
校
だ
け
に

す
る
の
か
等
を
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
数
字
を
見
な
が
ら
考
慮

し
つ
つ
、
早
い
時
期
に
お
示
し
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

自民党うしく 21
石原 幸雄 議員

シャトーの飲食物販事業の委託

答弁）今後の状況次第で検討する

質
問
　

牛
久
シ
ャ
ト
ー
㈱
の
飲
食

物
販
事
業
の
赤
字
が
続
い
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
の
経
営
状

況
次
第
で
は
他
社
へ
の
事
業
委
託

も
あ
り
得
る
と
の
回
答
が
前
市
長

時
代
に
一
般
質
問
で
の
答
弁
で
示

さ
れ
た
が
、
こ
の
方
針
は
沼
田
新

体
制
で
も
継
承
さ
れ
る
の
か
。

答
弁
　
（
市
長
）
今
後
の
状
況
次
第

で
検
討
す
る
。

東
部
地
域
の
高
齢
者
の

買
い
物
支
援

質
問
　

運
転
免
許
証
の
返
上
等
に

よ
り
移
動
の
足
を
持
た
な
い
東
部

地
域
の
高
齢
者
の
買
い
物
支
援
策

と
し
て
、
社
協
等
に
よ
る
乗
り
合

い
形
式
の
車
両
で
の
送
迎
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
は
い
か
が
か
。

答
弁
　

年
度
内
に
乗
り
合
い
形
式

で
の
実
証
実
験
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
て
次
年
度
以
降
に
導

入
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

税
外
収
入
の
確
保
策

質
問
　

税
外
収
入
の
確
保
策
の
一

環
と
し
て
、
市
営
野
球
場
や
武
道

館
等
に
企
業
名
や
ブ
ラ
ン
ド
名
を

付
す
る
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
を
実
施
し
て
は
い
か
が
か
。

答
弁
　

積
極
的
に
考
え
て
い
く
。

空
き
家
の
有
効
活
用
に

よ
る
人
口
増
加
策

質
問
　

近
隣
の
自
治
体
で
は
空
き

家
の
増
改
築
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
制
度
を
導
入
し
て
い
る
が
、

本
市
で
も
空
き
家
の
活
用
を
人
口

増
加
策
の
一
環
と
し
て
捉
え
、
市

外
か
ら
の
空
き
家
へ
の
入
居
希
望

者
に
対
し
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
創
設

し
て
は
い
か
が
か
。

答
弁
　

空
き
家
の
解
消
に
向
け
て
、

今
後
何
ら
か
の
支
援
策
を
考
え
て

い
く
。

かっぱ号

牛久運動公園野球場



公明党
藤田 尚美 議員

うしく未来プロジェクト
塚原 正彦 議員

市内公共交通の今後

富を創出する文化観光事業に挑戦する

答弁）働き方改革関連法により運行条件の影響を受ける

答弁）新しい視点から地域資源を見直す

質
問
　

働
き
方
改
革
関
連
法
に
よ

り
、
本
市
の
公
共
交
通
の
運
用
は
、

ど
の
よ
う
に
変
化
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

答
弁
　
（
市
長
）
本
市
が
運
用
し
て

い
る
か
っ
ぱ
号
、
う
し
タ
ク
の
運

行
条
件
に
お
け
る
影
響
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
。

質
問
　

ど
の
よ
う
に
影
響
を
受
け

る
の
か
伺
う
。

答
弁
　

市
内
路
線
バ
ス
運
行
事
業

者
で
あ
る
関
東
鉄
道
株
式
会
社
が

運
行
す
る
路
線
バ
ス
に
お
い
て
、

次
年
度
の
法
改
正
に
対
応
す
る
運

転
手
が
不
足
す
る
こ
と
を
主
な
理

由
と
し
て
、
平
日
８・
５
％
、
土
日

休
日
６・
１
％
の
減
便
が
決
定
さ
れ

た
。
本
市
が
運
行
す
る
か
っ
ぱ
号

に
お
い
て
も
、
現
行
の
便
数
か
ら

10
％
程
度
の
減
便
が
余
儀
な
く
さ

れ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
う
し
タ
ク
の
運
行
に
つ

い
て
も
、
運
転
手
不
足
の
状
況
で

あ
り
、
今
後
、
運
行
の
利
便
性
向

上
に
向
け
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
が
生

じ
て
い
る
。

　

国
が
検
討
し
て
い
る
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
動
向
な
ど
を
含
め
、
移

動
手
段
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め

全
体
的
な
見
直
し
を
進
め
る
。

学
校
給
食
の
無
償
化
実
現

質
問
　

学
校
給
食
は
、
子
ど
も
た

ち
の
成
長
や
健
康
維
持
に
と
っ
て

不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る

環
境
整
備
は
大
切
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
学
校
給
食
無
償
化
実
現
に
向

け
多
子
世
帯
や
小
学
生
、
ま
た
は

中
学
生
か
ら
段
階
的
に
無
償
化
を

進
め
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　

ま
ず
は
中
学
生
か
ら
無
償

化
を
実
施
し
、
段
階
的
に
小
学
生

の
無
償
化
を
実
施
す
る
こ
と
も
一

つ
の
案
と
し
て
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

給
食
費
無
償
化
を
実
現
す

る
に
あ
た
り
、
新
た
な
財
政

負
担
が
伴
う
こ
と
か
ら
、
段

階
的
に
実
施
を
考
え
、
中
学

生
か
ら
実
施
も
含
め
早
期
実

現
を
目
指
す
。

質
問
　

２
０
２
４
年
に
セ
ー
ヌ
川

で
行
わ
れ
る
パ
リ
五
輪
の
開
会
式

は
、
ま
ち
を
人
々
の
遊
び
と
学
び

の
舞
台
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
未
来
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施
さ
れ
る
。

日
本
で
も
令
和
２
年
に
文
化
観
光

推
進
法
が
成
立
し
、
文
化
と
経
済

を
結
ん
だ
富
の
創
造
が
地
球
規
模

で
展
開
し
て
い
る
。

　

日
本
遺
産
の
認
定
を
受
け
、
観

光
入
込
客
数
が
多
く
、
地
域
文
化

資
源
に
恵
ま
れ
た
牛
久
市
は
、
政

府
が
推
進
す
る
文
化
観
光
モ
デ
ル

都
市
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
新
た
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
創
造
し
、
既
存
の
文
化
芸
術
、

観
光
、
ふ
る
さ
と

納
税
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
集
約
し
、

官
民
が
連
携
す
る

制
度
設
計
に
着
手

す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
の
見
解

を
伺
う
。

答
弁
　
（
市
長
）
市

に
は
、
文
化
観
光

推
進
法
が
定
義
す

る
「
文
化
観
光
拠
点
施
設
」
が
な
い
。

　

し
か
し
、
県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
観
光
入
込
客
数
を
誇
る
牛
久
大

仏
に
加
え
、
日
本
遺
産
の
牛
久
シ
ャ

ト
ー
、
牛
久
沼
な
ど
の
文
化
資
源

が
豊
か
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
結
び

つ
け
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
が
展

開
で
き
れ
ば
、
文
化
観
光
推
進
法

の
認
定
の
扉
を
開
け
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

議
員
紹
介
の
内
外
の
事
例
な
ど

を
考
察
し
、
文
化
と
観
光
が
融
合

し
た
富
の
創
出
と
、
そ
れ
を
実
践

す
る
官
と
民
が
連
携
す
る
仕
組
み

に
つ
い
て
研
究
を
す
す
め
て
い
き

た
い
。
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会
派
代
表
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

イギリスやフランスでは、学芸員（文化起業
家）が文化財を富にする事業をプロデュース
し、成果をあげている。写真はルイスのミュー
ジアムプログラム。

うしタクとは、ご希
望の時間帯を予約し、
自宅から市内の目的
地まで利用できる乗
合タクシーのこと。

（会員登録が必要）
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会
派
代
表
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

質
問
　

給
食
費
無
償
化
は
全
て
の

子
ど
も
へ
の
支
援
と
な
る
も
の
で

あ
る
。
段
階
的
に
進
め
る
答
弁
だ

が
具
体
策
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
早
期
の
実
現
に
向

け
て
財
源
の
確
保

に
全
庁
的
に
取
り

組
む
。
食
材
の
県

内
・
牛
久
産
の
取

り
扱
い
は
多
い
。

災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
へ
の
整
備

質
問
　

地
震
の
ゆ
れ
や
す
さ
防
災

マ
ッ
プ
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域

マ
ッ
プ
が
あ
る
。
市
内
で
地
盤
が

弱
い
箇
所
等
の
整
備
は
。

答
弁
　

市
所
有
の
土
地
で
警
戒
区

域
指
定
の
箇
所
は
必
要
に
応
じ
対

策
工
事
を
実
施
す
る
。

牛
久
シ
ャ
ト
ー
に

　
　
　
対
す
る
考
え
方

質
問
　

牛
久
シ
ャ
ト
ー
を
観
光
の

拠
点
に
と
の
こ
と
だ
が
、
シ
ャ
ト
ー

と
牛
久
の
文
化
を
つ
な
ぐ
企
画
等

の
検
討
や
経
営
改
善
で
は
市
の
負

担
が
増
え
多
く
の
市
民
が
懸
念
を

示
し
て
い
る
。
そ
の
考
え
は
。

答
弁
　

今
ま
で
の
取
り
組
み
を
地

道
に
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
粘
り

強
く
取
り
組
む
。

牛
久
駅
周
辺
の
活
性
化
策

質
問
　

エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
ビ
ル
の

空
き
床
解
消
に
向
け
た
考
え
は
。

答
弁
　

新
た
な
雇
用
創
出
に
も
つ

な
が
る
事
務
系
事
業
所
の
誘
致
の

促
進
に
向
け
、
市
独
自
の
補
助
制

度
の
検
討
を
開
始
す
る
。

教
育
環
境
整
備
の

　
　
　
　
　
取
り
組
み

質
問
　

教
育
環
境
整
備
で
は
市
独

自
で
土
曜
か
っ
ぱ
塾
等
を
実
施
し

て
い
る
。
一
方
で
不
登
校
児
童
生

徒
が
増
加
傾
向
で
あ
る
。
改
善
へ

の
取
り
組
み
は
。

答
弁
　

10
月
末
現
在
不
登
校
児
童

生
徒
は
１
４
０
人
。
教
育
セ
ン
タ
ー

き
ぼ
う
の
広
場
で
本
人
や
保
護
者

か
ら
相
談
を
１
０
５
２
件
受
け
て

い
る
。
土
曜
か
っ
ぱ
塾
等
地
域
全

体
で
の
学
び
の
充
実
を
め
ざ
す
。

質
問
　

体
制
が
変
わ
る
中
、
学
び

合
い
等
の
教
育
政
策
を
継
続
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

答
弁
　
（
市
長
）
学
習
指
導
要
領
に

示
さ
れ
て
い
る
「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」
が
実
現
で
き
る

よ
う
取
り
組
む
。

質
問
　

学
び
合
い
の
継
続
に
つ
い

て
再
度
伺
う
。

答
弁
　

教
育
長
未
就
任
の
た
め
、

現
段
階
で
は
明
確
に
お
答
え
す
る

立
場
に

な
い
。

教
育
委

員
会
と

と
も
に

今
後
検

討
し
た

い
。重

度
訪
問
介
護
、

居
宅
介
護

質
問
　

障
が
い
の
あ
る
方
が
地
域

の
中
で
生
活
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
重
度
訪
問
介
護
や
居
宅
介
護

が
あ
る
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

に
も
つ
な
が
る
の
で
、
利
用
の
申

請
が
あ
っ
た
際
に
は
適
切
に
対
応

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、

利
用
実
績
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
流

れ
は
。
手
続
き
や
市
の
関
与
は
。

答
弁
　

令
和
４
年
度
の
実
績
は
、

重
度
訪
問
介
護
52
件
、
居
宅
介
護

は
９
６
７
件
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス

利
用
に
つ
い
て
は
計
画
相
談
員
が

本
人
や
家
族
の
要
望
を
十
分
に
伺

い
な
が
ら
計
画
案
を
作
成
、
市
が

計
画
内
容
の
妥
当
性
を
判
断
し
、

サ
ー
ビ
ス
量
を
決
定
し
て
い
る
。

牛
久
シ
ャ
ト
ー
の

　
　
　
　
運
営
体
制

質
問
　

牛
久
シ
ャ
ト
ー
内
で
の

キ
ャ
ン
プ
、
外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
へ
の
依
頼
と
い
っ
た
新
た
な
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
は
。

ま
た
、
予
約
の
電
話
が
つ
な
が
ら

な
か
っ
た
と
の
声
が
あ
る
が
。

答
弁
　

牛
久
シ
ャ
ト
ー
㈱
で
は
、

キ
ャ
ン
プ
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は

経
営
方
針
や
財
務
状
況
か
ら
導
入

が
見
送
ら
れ
て
き
た
。
職
員
が
足

り
ず
、
お
客
様
が
電
話
を
か
け
て

も
つ
な
が
ら
な
い
状
況
が
発
生
、

２
名
の
非
正
規
職
員
を
採
用
し
対

応
を
進
め
て
い
る
。

牛久市の給食

学び合いの様子

日本共産党
遠藤 憲子 議員

学校給食費無償化と地場産推進を

答弁）早期の実現に向けて財源の確保に取り組む

日本維新の会
伊藤 裕一 議員

学び合い等継続の考えは

答弁）「主体的・対話的で深い学び」に取り組む
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

柳井 哲也 議員

加藤 政之 議員

「学び合い」を続けてきた理由

教職員の時間外勤務の実態は

答弁）一人残らず質の高い学びを保障するため

答弁）様々な負担軽減策により時間外勤務は減少

小
中
学
校
の
諸
課
題

質
問
　

少
子
化
影
響
に
よ
る
登
校

地
域
の
編
成
変
更
は
あ
る
か
。

答
弁
　
（
市
長
）
生
徒
数
の
増
減
が

顕
在
化
し
た
平
成
25
年
に
小
中
学

校
で
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
の
こ
と
は
状
況
に
よ
り
検
討
し

て
い
く
。

質
問
　

子
ど
も
会
へ
の
影
響
は
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
10
年

前
の
平
成
25
年
度
に
は
７
割
近
く

が
子
ど
も
会
に
加
入
し
て
い
た
が

令
和
４
年
度
に
は
３
割
未
満
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
子
ど
も
会
は

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
優
し
さ
な
ど
を

育
ん
で
い
け
る
理
想
的
な
環
境
で

あ
り
、
市
は
今
後
も
し
っ
か
り
支

援
し
て
い
く
。

質
問
　
「
学
び
合
い
」
は
、
10
年
ほ

ど
前
荒
れ
て
い
た
中
学
校
を
立
て

直
し
学
力
向
上
に
大
き
く
貢
献
し

て
き
た
と
理
解
し
て
い
る
が
、
市

は
な
ぜ
「
学
び
合
い
」
を
推
進
し

て
き
た
の
か
。

答
弁
　

子
ど
も
た
ち
同
士
で
支
え

合
い
、
助
け
合
う
関
係
性
を
つ
く
っ

て
い
く
と
、
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
の

勉
強
か
ら
、
み
ん
な
で
楽
し
む
イ

メ
ー
ジ
の
学
び
に
変
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
子
ど
も
た
ち
は
互
い
に

グ
ル
ー
プ
の
仲
間
に
支
え
ら
れ
て

い
る
た
め
に
、
問
題
行
動
が
収
ま
っ

た
り
、
障
害
の
あ
る
子
や
い
じ
め

を
受
け
て
い
る
子
が
救
わ
れ
た
り

す
る
等
学
校
の
生
活
面
の
改
善
の

上
に
学
力
も
向
上
し
て
い
っ
た
。

野
生
鳥
獣
に
よ
る

　
　
　
　
　
被
害
対
策

質
問
　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

へ
の
被
害
状
況
と
対
策
は
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
次
長
）
特
に

多
い
の
は
ハ
ク
ビ
シ
ン
や
ア
ラ
イ

グ
マ
等
に
よ
る
被
害
で
あ
る
。
狩

猟
免
許
の
な
い
人
は
原
則
捕
獲
等

が
で
き
な
い
。
有
効
策
と
し
て
は
、

柵
や
ネ
ッ
ト
の
設
置
、
忌
避
剤
を

撒
く
、
生
ゴ
ミ
を
外
に
放
置
し
な

い
、
木
に
な
っ
て
い
る
果
実
を
放

置
し
な
い
等
で
あ
る
。

質
問
　

教
職
員
の
時
間
外
勤
務
の

現
状
は
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
教
職

員
一
人
当
た
り
の
時
間
外
勤
務
時

間
の
月
平
均
は
、
令
和
３
年
度
55

時
間
57
分
、
令
和
４
年
度
は
、
43

時
間
39
分
と
減
少
し
て
い
る
。

質
問
　

時
間
外
勤
務
の
軽
減
策
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
か
。

答
弁
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務

の
効
率
化
や
、
平
日
の
部
活
動
の

実
施
日
を
減
ら
し
、
土
日
の
ど
ち

ら
か
は
休
み
に
し
て
、
負
担
軽
減

に
努
め
て
い
る
。

質
問
　

部
活
の
地
域
移
行
は
、
現

在
ど
の
よ
う
な
状
況
で
進
ん
で
い

る
か
。

答
弁
　

令
和
４
年
度
に
茨
城
県
の

委
託
を
受
け
る
形
で
、
市
内
中
学

校
の
一
部
の
運
動
部
活
動
を
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
開
始
。
休
日
の
部

活
動
を
、
外
部
委
託
に
よ
る
指
導

者
が
直
接
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
　

部
活
の
地
域
移
行
に
よ
る

外
部
委
託
費
用
の
負
担
は
、
ど
の

程
度
発
生
し
て
い
る
か
。

答
弁
　

指
導
者
派
遣
に
係
る
報
酬

の
一
部
負
担
と
し
て
、
参
加
さ
れ

る
ご
家
庭
か
ら
月
額
千
円
の
参
加

費
を
お
願
い
し
て
い
る
。

質
問
　

部
活
の
地
域
移
行
の
課
題

は
。答

弁
　

指
導
者
の
確
保
や
、
参
加

費
の
受
益
者
負
担
が
基
本
と
な
る

こ
と
へ
の
保
護
者
の
理
解
を
得
る

な
ど
、
課
題
は
多
々
あ
る
が
、
将

来
に
わ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
に
親
し
む
機
会
の
確

保
に
、
取
り
組
ん
で
い
く
。
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

「市長への手紙」の投書箱
は市内１１カ所に設置さ
れている。写真は市役所。

杉森 弘之 議員 人口減少対策に本腰を

答弁）牛久市の長所・地域特性を活かして

質
問
　

牛
久
市
の
人
口
は
、

２
０
１
７
年
末
の
８
５
２
５
５
人

を
ピ
ー
ク
に
、
22
年
に
は

８
４
２
９
３
人
と
、
５
年
間
で
約

１
千
人
減
少
し
た
。
毎
年
平
均

２
０
０
人
減
少
し
て
い
る
。
少
子

化
・
高
齢
化
は
国
や
自
治
体
の
施

策
に
よ
っ
て
大
き
く
違
う
が
、
牛

久
市
の
現
状
を
聞
く
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
長
）
２
０
１
６

年
度
か
ら
20
年
度
ま
で
の
自
然
増

減（
出
生
と
死
亡
）は
６
７
２
人
減
、

社
会
増
減
（
転
入
と
転
出
）
は

５
４
７
人
増
で
あ
る
。
子
育
て
支

援
策
、

大
規
模

宅
地
供

給
終
了

等
が
影

響
し
て

い
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

質
問
　

市
長
は
市
長
選
で
、
幼
小

中
学
校
給
食
費
ゼ
ロ
と
子
ど
も
の

医
療
費
ゼ
ロ
を
掲
げ
た
。
子
ど
も

の
７
人
に
１
人
が
貧
困
状
態
に
あ

り
、
最
近
の
異
常
な
物
価
高
が
続

く
中
で
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
給
食
費
ゼ
ロ
は
、

一
律
一
定
額
を
減
額
す
る
案
や
小

学
生
も
し
く
は
中
学
生
を
先
行
し

て
と
い
っ
た
対
象
を
限
定
し
て
始

め
る
案
も
あ
る
。
財
政
負
担
も
勘

案
し
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
が

最
善
な
の
か
検
討
し
て
い
る
。
子

供
の
医
療
費
ゼ
ロ
に
つ
い
て
は
、

早
期
実
現
性
が
高
い
償
還
払
い
方

式
で
の
実
施
準
備
を
進
め
て
い
る
。

公
共
交
通
の
抜
本
的
強
化

質
問
　

牛
久
市
で
は
、
民
間
路
線

バ
ス
が
路
線
・
便
数
・
営
業
日
・

営
業
時
間
と
も
に
減
少
し
、
交
通

空
白
地
域
も
多
く
存
在
し
て
い
る
。

市
内
公
共
交
通
の
充
実
は
、
市
と

し
て
の
魅
力
を
高
め
、
転
入
・
移

住
を
促
進
す
る
も
の
だ
。
今
後
の

方
針
を
聞
く
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
長
）「
か
っ
ぱ

号
」
は
、
今
後
と
も
継
続
し
て
見
直

し
な
が
ら
、
市
民
の
足
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。「
う
し
タ
ク
」

は
、
利
便
性
向
上
の
た
め
、
新
た

な
事
業
や
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
検

討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

山本 伸子 議員 身寄りがない人への支援は

答弁）課題を整理し早くからの啓発活動をしていく

質
問
　

身
寄
り
が
な
い
こ
と
で
生

じ
る
問
題
と
は
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
病
院

の
入
院
に
際
し
て
身
元
保
証
人
や

緊
急
連
絡
先
を
求
め
て
い
る
が
、

治
療
が
最
優
先
な
の
で
必
須
で
は

な
い
。

　

一
方
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

は
施
設
費
用
の
支
払
い
、
退
所
時

の
荷
物
の
引
取
り
な
ど
が
あ
り
、

基
本
的
に
は
保
証
人
や
緊
急
連
絡

先
が
な
け
れ
ば
受
け
入
れ
て
い
な

い
こ
と
が
あ
る
。

質
問
　

身
寄
り
が
な
い
人
が
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
、

今
の
仕
組
み
で
で
き
る
こ
と
は
限

ら
れ
て
い
る
が
。

答
弁
　

既
存
の
制
度
で
で
き
る
こ

と
を
、
困
り
ご
と
に
直
面
し
た
と

き
だ
け
で
な
く
、
直
面
す
る
前
の

段
階
で
も
周
知
し
、
積
極
的
に
対

応
し
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
に

　
　
子
ど
も
の
意
見
を

質
問
　

子
ど
も
基
本
法
で
は
市
の

責
務
と
し
て
、
子
ど
も
の
意
見
を

計
画
や
事
業
に
反
映
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
子
ど
も
は
未
来
の
大
人

で
あ
り
、
将
来
ま
ち
を
支
え
る
市

民
で
あ
る
。
そ
の
視
点
で
子
ど
も

の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
考

え
は
。

答
弁
　
（
市
長
公
室
次
長
）
市
役
所

や
図
書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

な
ど
公
共
施
設
に
「
市
長
へ
の
手

紙
」
の
投
書
箱
を
設
置
し
て
お
り
、

10
代
の
子
ど
も
か
ら
の
投
書
は
昨

年
度
７
件
あ
っ
た
。
意
見
を
受
け
、

学
校
の
空
調
設
備
の
整
備
を
実
施

し
た
。

質
問
　

年
間
４
０
０
件
の
意
見
が

あ
る
中
で
の
７
件
は
少
な
い
。
小

中
学
校
に
も
設
置
し
、
子
ど
も
の

声
を
拾
い
あ
げ
る
工
夫
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
学
校

の
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
検
討
し

て
い
く
。

年 男 女 合計 世帯数
2023年 41,507 42,606 84,113 38,091
2022年 41,705 42,773 84,478 37,663
2021年 41,797 42,899 84,696 37,225
2020年 41,859 42,993 84,852 36,762
2019年 42,006 43,070 85,076 36,378
2018年 42,047 43,060 85,107 36,001
2017年 42,090 42,964 85,054 35,613
2016年 41,908 42,837 84,745 35,122
2015年 41,759 42,594 84,353 34,662
2014年 41,586 42,433 84,019 34,160
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

大森 和夫 議員

小松崎 伸 議員

さまざまな助成に財政調整基金の活用を

牛久市の防災行政の対応は

答弁）調査研究を進めていく

答弁）避難指示の発令を速やかに検討する

質
問
　

中
学
生
以
下
の
通
学
自
転

車
購
入
費
助
成
や
レ
ン
タ
ル
制
度
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
助
成
を
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
検
討

し
な
い
。

質
問
　

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費
・

修
理
費
の
助
成
を
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
調
査

研
究
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　

不
登
校
の
現
状
と
対
策
は
。

栃
木
県
宇
都
宮
市
は
不
登
校
対
策

と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る

バ
ー
チ
ャ
ル
学
校
（
予
算
約

７
６
０
万
円
）
を
導
入
し
て
い
る

が
市
の
考
え
は
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
今
年

10
月
現
在
、
牛
久
市
で
不
登
校
は
、

１
４
０
人
。
茨
城
県
は
全
国
平
均

を
上
回
り
最
高
レ
ベ
ル
。
不
登
校

へ
の
対
応
と
し
て
は
、
き
ぼ
う
の

広
場
と
教
育
相
談
を
実
施
。
ア
プ

リ
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ャ
ッ

ト
機
能
も
可
能
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
に
よ
る
バ
ー
チ
ャ
ル
学
校
は
導

入
し
な
い
。

質
問
　

職
員
の
定
数
不
足
数
と
職

員
定
数
に
つ
い
て
今
後
は
ど
う
し

て
い
く
の
か
。

答
弁
　
（
総
務
部
次
長
）
定
数
72
人

不
足
し
て
お
り
、
中
途
退
職
者
も

あ
る
。
定
数
を
満
た
す
た
め
創
意

工
夫
検
討
し
て
い
く
。
十
分
な
人

員
と
優
秀
な
人
材
の
確
保
に
努
め

る
。質

問
　

県
南
水
道
の
事
業
推
計
で

は
、
茨
城
県
内
の
全
水
道
を
10
年

で
一
本
化
す
る
方
針
と
し
て
い
る

が
進
捗
は
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
長
）
連
携
し

情
報
の
収
集
を
図
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

〇
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を

〇 

18
歳
未
満
の
医
療
費
完
全
無
償

化
を

質
問
　

防
災
の
最
前
線
機
関
と
し

て
、
災
害
発
生
時
、
避
難
指
示
の

発
令
は
。

答
弁
　
（
市
民
部
長
）
牛
久
市
の
避

難
指
示
の
基
準
は
、
土
砂
災
害
、

水
害
に
お
い
て
そ
の
基
準
を
定
め

て
お
り
、
こ
れ
ら
に
該
当
し
た
場

合
、
速
や
か
に
検
討
す
る
。

質
問
　

避
難
場
所
の
指
定
は
。

答
弁
　

第
一
次
避
難
場
所
は
、
行

政
区
集
会
施
設
等
を
中
心
と
し
て

66
カ
所
、
第
二
次
避
難
場
所
は
、

市
内
の
小
、
中
、
義
務
教
育
学
校

等
18
カ
所
、
福
祉
避
難
所
は
、
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
奥
野
、
三
日

月
橋
両
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
牛

久
運
動
公
園
武
道
館
の
４
カ
所
と

な
っ
て
い
る
。

質
問
　

備
蓄
品
の
現
状
は
。

答
弁
　

市
役
所
敷
地
内
、
牛
久
運

動
公
園
武
道
館
脇
、
中
央
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
、
奥
野
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

５
カ
所
の
防
災
倉
庫
。
ま
た
、
牛

久
小
学
校
、
ひ
た
ち
野
う
し
く
小

学
校
、
牛
久
第
一
中
学
校
、
牛
久

第
三
中
学
校
、
牛
久
南
中
学
校
、

下
根
中
学
校
、
ひ
た
ち
野
う
し
く

中
学
校
の
７
校
で
、
空
い
て
い
る

ス
ペ
ー
ス
を
借
用
し
、
備
蓄
品
を

収
納
し
て
い
る
。

質
問
　

防
災
無
線
は
。

答
弁
　

防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
伴
う
工
事
は
、
全
96
局
中
、
48

基
の
建
替
え
工
事
が
完
了
し
て
い

る
。質

問
　

応
急
仮
設
住
宅
の
用
地
の

確
保
と
入
居
者
の
公
募
、
管
理
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
用
地
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
奥
野
地
区
に
あ
る
東
部

防
災
広
場
が
現
時
点
で
は
唯
一
の

候
補
地
。
ま
た
、
市
営
住
宅
や
民

間
ア
パ
ー
ト
等
の
活
用
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
く
。

武道館脇の防災倉庫
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

鈴木 勝利 議員 消防団の意義とは

答弁）住民生活を守る重要な役割を果たしている

質
問
　

消
防
団
の
意
義
と
活
動
を

市
民
に
広
く
周
知
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

答
弁
　
（
市
民
部
長
）
消
防
団
は
、

消
火
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
消
防
署

員
が
安
全
か
つ
迅
速
に
消
火
活
動

が
で
き
る
よ
う
、
火
災
現
場
で
の

交
通
整
理
や
消
火
用
の
水
の
遠
距

離
中
継
、
防
火
水
槽
の
補
給
作
業

な
ど
後
方
支
援
を
中
心
に
活
動
し
、

住
民
生
活
を
守
る
た
め
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
ま
た
日
常
で
も
、
防

災
訓
練
で
の
防
火
指
導
な
ど
住
民

生
活
に
密
着
し
た
き
め
細
か
な
活

動
を
行
い
、
地
域
消
防
防
災
の
要

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
う
し
く
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
市
民
へ

周
知
し
、

そ
の
活
動

を
理
解
し

て
い
た
だ

け
る
よ
う
、

継
続
し
て

発
信
し
て

い
く
。

観
光
名
所
の
案
内
表
示

や
通
り
名
の
表
示
に

目
立
つ
工
夫
を

質
問
　

案
内
表
示
の
現
状
は
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
長
）
分
か
り

づ
ら
い
と
感
じ
る
方
が
い
る
と
思

わ
れ
る
。
利
用
者
目
線
に
立
っ
て

よ
り
わ
か
り
や
す
い
表
示
方
法
を

検
討
し
て
い
く
。

児
童
生
徒
に
対
す
る

教
員
の
性
犯
罪
・
性
暴

力
を
断
じ
て
起
こ
さ
な

い
決
意
と
取
り
組
み
を

質
問
　

本
市
で
の
具
体
的
な
取
り

組
み
は
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
各
学

校
で
、
密
室
で
教
員
が
児
童
生
徒
に

一
対
一で
個
別
指
導
を
し
な
い
こ
と
。

教
員
と
児
童
生
徒
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
安

易
な
や
り
と
り
を
し
な
い
こ
と
。

ま
た
、
児
童
生
徒
を
車
両
に
同
乗

さ
せ
た
り
、
学
校
外
で
会
っ
た
り

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
対
応
し

て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

管
理
職
を
含
め
て
、
学
校
現
場
に

お
け
る
教
職
員
の
人
権
意
識
・
人

権
感
覚
の
向
上
を
目
指
し
て
い
く
。

髙嶋 基樹 議員 観光にも本腰。市産品の展望は？

答弁）Ｇ７での取り扱いや、商品開発の兆し

質
問
　

市
産
品
で
市
や
第
三
セ
ク

タ
ー
が
関
与
す
る
製
品
、
取
り
扱

い
箇
所
、
実
績
は
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
次
長
）
第
一

号
ビ
ー
ル
・
発
泡
酒
・
純
牛
久
シ
ャ

ト
ー
産
ワ
イ
ン
。
シ
ャ
ト
ー
シ
ョ
ッ

プ
、
い
ば
ら
き
自
慢
に
て
販
売
。

市
外
で
は
山
梨
県
甲
州
市
、
水
戸

市
「
と
き
わ
邸
」
で
取
り
扱
う
。

実
績
は
公
開
を
控
え
る
。

質
問
　

今
後
、
新
た
な
市
産
品
開

発
や
販
路
拡
大
の
計
画
は
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
長
）
今
年
10

月
県
主
催
の
「
シ
ン
・
い
ば
ら
き

メ
シ
総
選
挙
２
０
２
４
」
に
向
け

た
予
選
会
を
、
３
月
に
牛
久
市
で

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
商
品
開

発
、
販
路
拡
大
で
は
一
つ
の
ツ
ー

ル
に
な
る
。

と
く
と
く
市
の
再
開
は

質
問
　

地
域
交
流
と
活
性
化
の
観

点
か
ら
望
む
声
が
あ
る
が
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
長
）
運
営
・

出
店
者
の
体
制
整
備
、
ニ
ー
ズ
を

捉
え
、
再
開
を
検
討
。

防
犯
カ
メ
ラ
増
設
計
画
は

質
問
　

カ
メ
ラ
設
置
エ
リ
ア
は
、

現
在
西
部
地
区
を
中
心
に
設
置
し

て
い
る
が
、
市
内
全
域
に
設
置
す

る
計
画
は
あ
る
か
。

答
弁
　
（
市
民
部
次
長
）
平
成
28
年

度
以
降
、
牛
久
警
察
署
と
協
議
の

上
、
今
後
も
主
要
交
差
点
を
中
心

に
計
画
し
て
い
る
。

質
問
　

設
置
計
画
の
ス
ピ
ー
ド
感

は
ど
う
か
。

答
弁
　

設
置
箇
所
の
変
更
が
あ
っ

て
も
、
各
年
度
に
１
カ
所
ず
つ
は

設
置
す
る
計
画
。

質
問
　

市
内
全
域
設
置
を
視
野
に
、

コ
ス
ト
の
見
直
し
や
市
独
自
に
別

機
種
の
実
証
実
験
を
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

答
弁
　

他
市
比
較
で
は
同
様
の
価

格
帯
。
今
後
、
技
術
開
発
等
に
よ

り
低
コ
ス
ト
導
入
の
環
境
下
に
な

れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

〇 

Ｇ
７
で
の
取
り
扱
い

〇
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
製
品

牛久市消防団 ( 公式インスタグラムより)

牛久シャトービール
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

伊藤 知子 議員

甲斐 徳之助 議員

若者の視点活かす若者会議設置を

本市の観光産業にどう取り組むか？

答弁）若者の意見を集約し市政に活かす仕組みを調査

答弁）市長直轄のプロジェクトチームを組んでいく

質
問
　

子
ど
も
や
若
者
が
意
見
を

表
明
し
政
策
に
反
映
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
が
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
く

と
み
ら
れ
、
本
市
に
お
い
て
も
若
者

会
議
の
設
置
、
取
り
組
み
を
し
て
は
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
長
）
こ
れ
ま

で
も
、
各
会
議
へ
の
参
加
、
模
擬
議

会
や
学
校
で
の
学
習
、
商
工
会
青
年

部
の
活
動
な
ど
で
、
若
者
の
意
見
は

提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
意
見

を
集
約
し
、
市
政
運
営
に
活
か
し
て

い
く
仕
組
み
に
つ
い
て
、
自
治
体
や

民
間
で
の
事
例
等
調
査
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
困
り
ご
と

　
　
　
　
　
へ
の
対
策

質
問
　

市
内
の
至
る
所
に
ベ
ン
チ

を
増
設
、
歩
行
や
、
シ
ニ
ア
カ
ー

の
走
り
や
す
い
歩
道
の
整
備
を
望

む
声
が
あ
る
が
。

答
弁
　
（
建
設
部
次
長
）
歩
道
上
に

ベ
ン
チ
を
設
置
す
る
に
は
様
々
な

制
限
や
条
件
が
あ
り
、
至
る
所
へ

の
設
置
は
難
し
い
が
、
具
体
的
な

場
所
や
路
線
、
エ
リ
ア
な
ど
が
あ

れ
ば
、
設
置
の
可
能
性
に
つ
い
て

現
地
調
査
や
協
力
依
頼
等
を
検
討
。

歩
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
従
前
か

ら
あ
る
道
路
は
旧
基
準
で
整
備
さ

れ
て
お
り
、
一
度
に
す
べ
て
の
修

繕
は
困
難
だ
が
、
可
能
な
範
囲
で

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た
構
造

へ
の
改
修
に
努
め
る
。

質
問
　

シ
ニ
ア
カ
ー
や
安
全
装
置

付
き
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
の
助
成
制
度

へ
の
見
解
、
シ
ニ
ア
カ
ー
の
安
全

性
へ
の
情
報
発
信
は
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
歩
行

支
援
用
具
と
し
て
シ
ル
バ
ー
カ
ー
や

杖
を
購
入
し
た
場
合
に
５
０
０
０
円

を
上
限
に
助
成
し
て
お
り
、
シ
ニ
ア

カ
ー
は
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

答
弁
　
（
市
民
部
次
長
）
サ
ポ
ー
ト

カ
ー
の
助
成
制
度
は
検
討
し
て
い

な
い
。
シ
ニ
ア
カ
ー
の
事
故
防
止
の

た
め
、
広
報
う
し
く
や
H
P
等
で

市
民
へ
の
注
意
喚
起
を
し
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

〇 

買
い
物
弱
者
へ
の
支
援
は
何
が

で
き
る
か

質
問
　

本
市
の
観
光
事
業
を
進
め

る
に
あ
た
り
観
光
協
会
の
有
効
活

用
を
す
べ
き
。
現
行
の
活
動
内
容

は
。
ま
た
補
助
金
は
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
長
）
グ
ッ
ズ

販
売
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、

市
外
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
。

運
営
助
成
は
４
５
０
万
円
。

質
問
　

商
工
観
光
課
は
地
元
事
業

者
の
育
成
や
企
業
誘
致
な
ど
を
行

い
、
地
域
情
報
発
信
は
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
組
む
。
で

は
観
光
産
業
分
野
は
ど
う
す
る
か
。

観
光
協
会
の
法
人
化
を
図
り
、
地

元
ツ
ア
ー
の
販
売
や
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
・
商
品
開
発
等
含
め
、
補
助

金
の
管
理
や
提
案
を
行
う
べ
き
で

は
。答

弁
　

市
内
事
業
者
の
育
成
は
商

工
会
と
、
企
業
誘
致
は
県
と
連
携

し
て
い
る
。
協
会
の
法
人
化
は
有

効
だ
が
先
進
地
事
例
を
参
考
に
検

討
す
る
。

質
問
　

交
流
人
口
増
加
政
策
と
し

て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
カ
ー
ド
の
推

進
も
有
効
。
こ
れ
ま
で
の
進
捗
は
。

答
弁
　

　※1
行
政
ポ
イ
ン
ト
や
ハ
ー
ト

フ
ル
ク
ー
ポ
ン
等
と
一
元
化
が
理

想
。
進
め
て
い
く
。

質
問
　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
へ
の

取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答
弁
　

市
内
全
域
へ
の
誘
客
策
の

課
題
が
あ
る
。
先
進
地
事
例
を
参

考
に
調
査
研
究
す
る
。

質
問
　

牛
久
シ
ャ
ト
ー
の
活
用
の

位
置
づ
け
は
ど
う
み
る
か
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
次
長
）
観
光

資
源
と
し
て
の
活
用
と
市
民
が
日

常
的
に
利
用
で
き
る
場
と
し
て
考

え
る
。

質
問
　

　※2
茨
城
Ｄ
Ｃ
な
ど
県
と
の
連

携
は
今
後
ど
こ
が
所
管
し
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
か
。

答
弁
　
（
市
長
）
市
長
直
轄
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
限
ら
ず
国
内
需
要
の
誘
客
も

目
指
す
。
場
面
に
応
じ
、
観
光
協

会
の
法
人
化
も
選
択
肢
の
一
つ
。

※
１
行
政
ポ
イ
ン
ト
と
は
ま
ち
の
事
業

に
参
加
す
る
こ
と
で
た
め
る
こ
と
の
で

き
る
ポ
イ
ン
ト
の
こ
と

シニアカーは歩行者
の扱い。免許証は必
要なく電動で歩道を
低速走行する。

※2 ＤＣとは（ディス
ティネーションキャン
ペーン）ＪＲ６社と地域
が一体となり行う国内
最大規模の観光キャン
ペーンのこと（茨城版）
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

水梨 伸晃 議員 既存公園の駐車場整備の予定は？

答弁）整備に適した公園については検討していく

質
問
　

公
園
を
利
用
す
る
に
あ
た

り
駐
車
場
が
な
く
気
軽
に
利
用
が

で
き
な
い
。
公
園
の
近
く
に
市
の

所
有
し
て
い
る
土
地
が
あ
れ
ば
駐

車
場
を
整
備
す
る
べ
き
と
思
う
が
。

柏
田
２
街
区
公
園
は
隣
に
す
く
す
く

広
場
の
駐
車
場
が
あ
る
が
ど
う
か
。

答
弁
　
（
市
長
）
す
く
す
く
広
場
利

用
者
が
多
数
利
用
し
て
い
る
た
め

開
放
は
難
し

い
。
個
々
の

状
況
を
踏
ま

え
、
整
備
に

適
し
た
公
園

に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い

く
。妊

娠
中
の
方
に
も

子
育
て
広
場
の
利
用
を

質
問
　

妊
娠
中
の
方
は
子
育
て
広

場
の
利
用
対
象
で
は
な
い
。
条
例

改
正
を
し
、
妊
娠
中
の
方
の
利
用

が
可
能
に
な
ら
な
い
か
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
初
め

て
の
妊
娠
は
不
安
に
な
る
こ
と
も

多
く
、
妊
娠
中
か
ら
の
相
談
先
や

交
流
の
場
の
確
保
は
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
市
で
は
妊
娠

中
の
方
へ
の
様
々
な
講
座
を
開
催

し
て
い
る
。

質
問
　

牛
久
で
子
育
て
し
た
い
と

思
わ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
し
て
い

く
た
め
に
、
子
ど
も
を
持
ち
た
い

人
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
事
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
を

整
備
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　

こ
れ
ま
で
妊
娠
中
の
方
か

ら
の
子
育
て
広
場
を
利
用
し
た
い

と
い
う
声
は
な
か
っ
た
。
丁
寧
に

生
の
声
を
拾
い
上
げ
て
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
た
う
え
で
検
討
す
る
。

市
の
公
式
S
N
S
の

収
益
化

質
問
　

牛
久
市
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
自
主
財
源
確
保
を
牛
久
市

で
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
そ
の

予
定
は
。

答
弁
　
（
市
長
公
室
長
）
広
告
収
入

を
得
る
に
は
様
々
な
条
件
が
あ
る

が
、
牛
久
市
は
基
準
に
達
し
て
な

い
た
め
、
収
益
化
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。
財
源
確
保
に
は
有
効

な
手
段
な
の
で
導
入
自
治
体
を
調

査
研
究
し
て
い
く
。

池辺 己実夫 議員 適正な職員数に是正するには

答弁）職員採用試験を継続的に実施していく

質
問
　

牛
久
市
の
職
員
数
は
、
全

国
の
同
一
分
類
、
同
一
人
口
規
模

の
類
似
団
体
の
平
均
職
員
数
の

60
％
と
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る

か
。
是
正
の
た
め
の
対
策
は
。

答
弁
　
（
総
務
部
次
長
）
当
市
が
類

似
団
体
に
お
い
て
最
も
職
員
数
が

少
な
い
こ
と
は
把
握
し
て
お
り
、

こ
の
状
況
を
是
正
す
る
た
め
、
積

極
的
に
職
員
数
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
牛
久
市
は
過
去
に
常

勤
職
員
の
採
用
を
抑
制
し
、
一
般

職
非
常
勤
職
員
を
大
量
に
任
用
し

た
こ
と
に
よ
り
、
常
勤
職
員
と
非

常
勤
職
員
の
人
数
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な

数
値
に
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
解
消
す
る

に
は
時
間
を
要
す
る
が
、
職
員
採

用
試
験
の
継
続
的
な
実
施
に
よ
り
、

常
勤
職
員
数
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

質
問
　

今
年
度
の
採
用
人
数
と
、

採
用
人
数
に
達
し
な
い
場
合
の
措

置
は
。

答
弁
　

今
年
度
の
採
用
予
定
人
数

は
、
34
人
で
あ
り
、
第
１
回
採
用

試
験
の
募
集
人
数
16
人
に
対
し
て

合
格
者
は
13
人
、
う
ち
３
人
が
内

定
を
辞
退
し
て
い
る
た
め
、
10
人

を
採
用
す
る
予
定
で
あ
る
。
第
２

回
採
用
試
験
の
合
格
者
数
は
22
人

を
見
込
ん
で
い
た
が
、
６
つ
の
職

種
に
お
い
て
応
募
が
な
い
た
め
、

第
３
回
目
の
採
用
試
験
を
計
画
し

て
い
る
。
ま
た
、
事
務
職
の
人
数

が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
第
２
回

の
結
果
、
優
秀
な
受
験
者
が
多
い

場
合
は
、
採
用
計
画
を
前
倒
し
で

事
務
職
を
予
定
よ
り
多
く
採
用
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

〇 

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
導
入

柏田2街区公園の隣のすくすく広場
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

須藤 京子 議員

出澤 大 議員

複雑複合化する福祉課題の支援は

市債残高の推移を伺う

答弁）各課連携強化に努め、一方で重層的支援も

答弁）令和４年度は 316 億円と 約 14 億円減少

質
問
　

こ
れ
ま
で
の
福
祉
制
度
で

は
、
生
活
保
護
、
高
齢
福
祉
、
障

害
福
祉
、
児
童
福
祉
等
の
属
性
・

対
象
者
別
に
行
わ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
１
つ
の
世
帯
に
複
数
の
課

題
が
存
在
し
た
り
孤
立
し
て
い
た

り
、
従
来
の
体
制
で
は
ケ
ア
し
き

れ
な
い
ケ
ー
ス
が
浮
上
し
て
き
た
。

そ
こ
で
国
は
包
括
的
な
支
援
体
制

を
構
築
・
実
践
で
き
る
仕
組
み
と

し
て
「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
」
の
推
進
を
打
ち
出
し
て
き
た
。

本
市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
現
状

は
現
体
制
の
ま
ま
ス
タ
ッ
フ
の
質

の
向
上
に
努
め
、
各
課
各
事
業
の

連
携
強
化
に
努
め
、
一
方
で
事
業

実
施
も
視
野
に
先
進
地
、
国
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

の
早
期
開
設
を

質
問
　

障
が
い
の
あ
る
子
の
療
育

の
中
核
施
設
で
あ

る
セ
ン
タ
ー
の
場

所
選
定
は
５
年
以

上
た
っ
て
も
解
決

し
て
い
な
い
。
検

討
状
況
は
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
現
在

も
現
場
検
討
等
を
行
っ
て
い
る
。

旧
第
二
幼
稚
園
跡
地
の
利
活
用
は

議
員
全
員
協
議
会
で
「
現
段
階
で

は
教
育
委
員
会
で
検
討
し
て
い
る

状
況
で
、
そ
の
後
は
市
全
体
で
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
」
と
回

答
し
て
い
る
。

質
問
　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

の
事
業
内
容
の
検
討
は
。

答
弁
　

専
門
機
能
を
活
か
し
、
相

談
の
強
化
、
個
別
指
導
枠
の
増
設
、

通
園
部
門
の
設
置
、
給
食
提
供
な

ど
の
支
援
の
充
実
、
他
事
業
所
と

の
連
携
強
化
な
ど
の
事
業
を
検
討

中
で
、
中
核
的
な
療
育
支
援
施
設

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

質
問
　

人
材
確
保
の
支
援
は
。

答
弁
　

人
員
基
準
を
満
た
し
て
い

く
た
め
の
確
保
策
を
関
係
機
関
と

連
携
し
て
い
く
。

質
問
　

直
近
５
年
間
の
各
年
度
末
の

市
債
残
高
の
推
移
と
そ
の
傾
向
は
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
次
長
）
平
成

30
年
度
は
約
３
１
９
億
円
。
令
和
３

年
度
は
３
３
１
億
円
と
増
加
し
て
い

た
が
、
令
和
４
年
度
決
算
に
お
い
て
、

市
債
残
高
が
、
約
14
億
円
減
少
し

た
こ
と
は
、
財
政
の
健
全
化
が
図
れ

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
　

公
共
施
設
の
将
来
の
更
新

の
見
通
し
を
計
る
上
で
重
要
な
人

口
の
見
通
し
は
「
牛
久
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
よ
る
と
、
人
口
の
増
加

は
平
成
47
年
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
も

の
の
、
そ
の
後
も
８
５
０
０
０
人

程
度
で
推
移
し
、
２
０
６
０
年
の

総
人
口
を
２
０
１
５
年
と
同
水
準

の
約
８
４
０
０
０
人
を
目
指
し
て

い
る
と
あ
る
。
牛
久
市

の
人
口
は
平
成
29
年
12

月
末
の
８
５
２
５
５
人

を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
は

既
に
始
ま
っ
て
お
り
現

実
と
の
乖
離
が
み
ら
れ

る
が
執
行
部
の
受
け
止

め
を
伺
う
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部

長
）
市
と
し
て
も
、
人

口
の
見
通
し
に
は
乖
離
が
生
じ
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、

同
計
画
の
改
訂
作
業
を
進
め
て
お

り
、
人
口
推
計
に
は
、
本
年
中
に

公
表
予
定
で
あ
る
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
の
令
和
２
年
国

勢
調
査
に
基
づ
い
た
『
日
本
の
地

域
別
将
来
推
計
人
口
』
を
用
い
る

こ
と
と
し
て
い
る
。 

質
問
　

１
０
０
年
に
一
度
の
危
機

と
い
わ
れ
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
渦

中
に
お
い
て
は
、
大
胆
に
基
金
を

取
り
崩
し
て
更
な
る
支
援
が
行
え

た
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
次
長
）
事
業

の
先
送
り
は
せ
ず
各
課
か
ら
要
求

の
あ
っ
た
必
要
な
支
援
策
は
全
て

予
算
措
置
を
行
え
た
。

児童発達支援セン
ターとは、地域の
療育が必要な子ど
もに対し、日常生
活での基本的動作
や集団生活への適
応訓練、知識技能
の付与を行う通所
施設。

牛久市の実質公債費比率は県内 44 市町村中 42
位と下から３番目に低い数値。
実質公債費比率とは
平成 17 年度から導入され、地方公共団体の一般
財源の標準的な規模に占める全部の会計の公債費
や、加入している一部事務組合が負担する公債費
や、公債費に準ずる債務負担行為などの公債費に
準ずる経費の比率のこと。
借入金（地方債）の返済額及びこれに準じる額の
大きさを指標化し、資金繰りの程度を示す指標と
もいえる。



総
務
企
画
常
任
委
員
会

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
特
別
職
の

期
末
手
当
を
令
和
５
年
度
か
ら

支
給
月
数
０・１
月
、
市
職
員
給
与
を

月
額
平
均
１・１
％
引
き
上
げ
る
も
の

問 

職
員
の
給
与
に
つ
い
て
、
勧
告
で
は
若

年
層
に
重
点
を
置
き
給
与
を
引
上
げ
と

し
て
い
る
が
。

答 

若
年
層
は
約
３
～
５
％
引
上
げ
を
行
い
、

全
体
で
は
１・１
％
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
攻
撃
中
止
と
停

戦
へ
の
外
交
努
力
を
国
に
求
め
る
意
見
書

（
意
見
）
当
市
の
公
益
に
関
係
し
な
い
外
交

に
関
す
る
内
容
で
意
見
書
と
し
て
な
じ

ま
な
い
た
め
反
対
。

（
意
見
）
市
民
の
考
え
と
し
て
必
要
な
の
で

賛
成
。

難
民
申
請
中
の
当
市
に
住
む
エ
リ
ザ
ベ
ス
さ

ん
に
在
留
特
別
許
可
を
求
め
る
意
見
書
を

法
務
省
等
に
提
出
す
る
よ
う
求
め
る
請
願

　

参
考
人
に
出
席
を
求
め
詳
し
く
説
明
を

伺
っ
た
。

　
現
在
当
人
は
難
民
申
請
中
の
仮
放
免
者
で

あ
る
た
め
、
強
制
送
還
と
な
る
恐
れ
も
あ
り
、

難
民
申
請
が
認
め
ら
れ
な
く
と
も
在
留
特
別

許
可
を
与
え
る
よ
う
、
市
議
会
と
し
て
意
見

書
を
提
出
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　
そ
の
他
、「
運
転
士
不
足
解
消
の
た
め
財

政
支
援
を
国
に
求
め
る
意
見
書
」

教
育
文
化
常
任
委
員
会

令
和
６
年
４
月
に
牛
久
第
二
幼
稚
園
を
閉
園
。

第
一
幼
稚
園
と
の
統
合
に
伴
う
条
例
の
改
正

問 

公
立
幼
稚
園
の
今
後
の
方
向
性
と
は
。

答 

公
立
幼
稚
園
に
は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
園
と

し
て
、
牛
久
市
の
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
や

子
育
て
の
不
安
解
消
の
た
め
の
機
関
と
し
て

の
役
割
や
、
民
間
の
幼
稚
園
等
で
は
受
け
入

れ
が
難
し
く
、
支
援
を
要
す
る
子
ど
も
た
ち

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
的
な
機
関
と
し
て
の

役
割
が
あ
る
。
今
後
も
、
市
内
各
園
の
保
育

者
の
相
談
窓
口
と
な
っ
た
り
、
定
期
的
に
保

育
を
公
開
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
幼
保
小
の

連
携
の
拠
点
と
し
て
、
幼
児
教
育
か
ら
小
学

校
教
育
の
円
滑
な
接
続
を
目
指
し
て
い
る
。

保
健
福
祉
常
任
委
員
会

牛
久
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

問 

出
産
に
か
か
る
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減

の
期
間
と
手
続
き
は
。

答 

対
象
者
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務

者
の
世
帯
に
出
産
被
保
険
者
が
属
す
る
納
税

義
務
者
。
出
産
の
予
定
日
ま
た
は
出
産
の
日

の
属
す
る
月
の
前
月
分
か
ら
出
産
月
の
翌
々

月
分
ま
で
の
４
カ
月
分
の
出
産
被
保
険
者
の

保
険
税
が
免
除
。
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出

産
月
の
３
カ
月
前
か
ら
出
産
月
の
翌
々
月
分

ま
で
の
６
カ
月
分
が
免
除
。
妊
娠
85
日
以
上

の
出
産
の
場
合
は
、
死
産
、
流
産
、 

早
産
、
人

工
中
絶
の
場
合
も
対
象
。
出
産
の
事
実
は
把

握
で
き
る
た
め
本
人
か
ら
の
申
請
が
な
く
て

も
免
除
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

会派構成
市民クラブ 自民党

うしく２１ 公明党 日本共産党 日本維新
の会

うしく未来
プロジェクト 無会派

黒木 のぶ子
須藤 京子　
杉森 弘之　
出澤  大
加藤 政之

諸橋 太一郎
石原 幸雄
髙嶋 基樹

藤田 尚美
鈴木 勝利
伊藤 知子

遠藤 憲子
大森 和夫

伊藤 裕一
水梨 伸晃

塚原 正彦
柳井 哲也

小松崎 伸　
山本 伸子
池辺 己実夫
甲斐 徳之助
磯山 和男

※ 牛久市議会では会派制を採用しているため、会派名で記載しています。

賛成全員で可決または認定等された議案等
議案番号 議　　　案　　　等　　　名

６８号 牛久市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

７０号 牛久市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

７１号 令和５年度牛久市一般会計補正予算（第６号）

７２号 令和５年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

７３号 令和５年度牛久市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

７４号 令和５年度牛久市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

７５号 令和５年度牛久市下水道事業会計補正予算（第２号）

７６号 令和５年度牛久市一般会計補正予算（第７号）

７７号 牛久市教育長の任命について

議員提出議案
第６号 牛久市議会会議規則の一部を改正する規則について

議員提出議案
第７号 牛久市太陽光発電の適正な設置及び管理に関する条例について

意見書案第６号 医療・介護・障害福祉分野における処遇改善等を求める意見書の
提出について

意見書案第７号 食品ロス削減への国民運動のさらなる推進を求める意見書の提
出について

賛否が分かれた議案等
議
案
番
号

議　案　等　名

市
民
ク
ラ
ブ

自
民
党
う
し
く
２１

公

明

党

日
本
維
新
の
会

日
本
共
産
党

う
し
く
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

無
会
派（
小
松
崎
）

無
会
派（
山
本
）

無
会
派（
池
辺
）

無
会
派（
甲
斐
）

無
会
派（
磯
山
）

議
決
結
果

６７号
牛久市特別職の職員で常勤
のものの給与及び旅費に関す
る条例の一部を改正する条例
について

〇黒木
〇須藤
〇杉森
×出澤
〇加藤

〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

６９号 牛久市立幼稚園設置条例の
一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可

決

決議案
第４号

令和５年度牛久市一般会計補
正予算（第６号）に対する附帯
決議について

〇黒木
×須藤
×杉森
×出澤
〇加藤

〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

意見
書案
第８号

イスラエルによるガザ攻撃中
止と即時停戦への外交努力を
日本政府に求める意見書の提
出について

〇黒木
〇須藤
〇杉森
×出澤
〇加藤

× × 〇 〇 〇 × × × × × 否
決

意見
書案
第９号

運転士不足解消のための財政
支援を求める意見書の提出に
ついて

〇 × × × 〇 × × × × × 〇 否
決

意見
書案

第１０号

オブエザ・エリザベス・アルオ
リウォさんに在留特別許可を
求める意見書の提出について

〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × × 〇 可
決

請願
第５号

エリザベスさんに在留特別許
可を求める意見書提出に関す
る請願

〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × × 〇 採
択

請願
第６号

下水道料金の値上げ中止を求
める請願書 × × × × 〇 × × × × × ×

不
採
択

凡例：　○・・・賛成、×・・・反対
諸橋太一郎議長（自民党うしく21）は採決には加わっておりません議案の審議結果
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常
任
委
員
会
審
査
報
告



予
算
常
任
委
員
会

う
し
く
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
株
式

会
社
へ
の
経
営
安
定
化
補
助
金

１
０
０
０
万
円

問 

黒
字
化
し
て
い
く
た
め
の
政
策
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答 

市
が
主
導
と
な
り
、
黒
字
化
に
向
け
て
、

現
在
の
作
付
け
状
況
の
見
直
し
や
高
収

益
作
物
へ
の
転
換
等
を
検
討
。
２
年
後
の

黒
字
化
を
目
指
し
、
収
支
計
画
や
経
営

改
善
計
画
を
作
成
す
る
。

附
帯
決
議
を
提
出

　
農
業
部
門
の
事
業
の
方
向
性
を
示
し
、
市

民
に
対
し
て
必
要
な
説
明
を
行
い
、
株
主
と

し
て
こ
れ
ま
で
以
上
の
指
導
・
助
言
を
行
い
、

早
期
の
経
営
改
善
を
目
指
す
こ
と
を
求
め
る

も
の
。（
詳
細
は
牛
久
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

下
根
中
学
校
の

法
面
復
旧
工
事
約
２
３
０
０
万
円

問 

崩
壊
原
因
と
そ
れ
に
対
応
し
た
工
事
の

内
容
は
。

答 

豪
雨
に
よ
る
表
流
水
が
法
面
の
表
面
を

侵
食
し
た
こ
と
で
、
不
安
定
化
が
起
き
、

雨
に
よ
る
重
量
増
加
で
崩
壊
が
起
き
た
。

工
事
の
内
容
は
、
の
り
先
部
分
の
保
護
、

盛
り
土
内
に
砂
利
等
を
使
用
し
た
排
水

層
を
設
置
す
る
。
法
面
の
表
面
は
草
木

類
等
を
繁
殖
さ
せ

る
こ
と
で
、
雨
水

対
策
を
行
う
。
下

根
中
学
校
の
北
側

か
ら
保
育
園
に
続

く
道
路
の
補
修
工

事
も
法
面
工
事
に

含
ん
で
い
る
。

電
力
・
ガ
ス
等
の
価
格
高
騰
対
策

非
課
税
世
帯
等
へ
７
万
円
支
給

問  
支
給
に
向
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答 
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
の
契
約
締
結
な
ど

を
行
い
、
２
月
上
旬
に
１
回
目
の
支
給

を
行
う
予
定
。
申
請
方
法
に
つ
い
て
、

従
来
の
確
認
書
の
返
送
に
よ
る
申
請
と
、

新
た
に
プ
ッ
シ
ュ
型
申
請
（
返
送
が
不

要
）
を
検
討
し
て
お
り
、
安
全
で
早
く

支
給
で
き
る
方
で
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う
。

教
育
長
の
任
命

　
令
和
５
年
12
月
７
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

新
教
育
長　
川か

わ
む
ら村
始と
も
こ子
氏

任
期 

令
和
５
年
12
月
７
日
～
令
和
７
年
9
月
30
日

環
境
建
設
常
任
委
員
会

太
陽
光
発
電
設
備
の
適
切
な
設
置

や
管
理
に
関
す
る
条
例
案

議
会
と
し
て
条
例
案
を
提
出

　

▼
本
会
議
で
可
決

（
内
容
）
市
内
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
の
設

置
、
管
理
及
び
撤
去
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
、
そ
の
適
切
な
実
施
の
た
め

の
助
言
、
指
導
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

事
業
区
域
及
び
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け

る
災
害
発
生
の
防
止
、
良
好
な
景
観
の

形
成
、
生
活
環
境
の
保
全
並
び
に
地
域

住
民
等
の
生
活
と
の
調
和
を
図
り
、
市

民
の
安
全
と
安
心
の
確
保
を
目
的
と
す

る
も
の
。

食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
国
民
運
動
の

さ
ら
な
る
推
進
の
た
め
の
意
見
書

（
内
容
）
誰
も
が
取
り
組
め
る
脱
炭
素
ア
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
食
品
ロ
ス
削
減
へ
の

国
民
運
動
の
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め
、

国
に
対
し
特
段
の
取
り
組
み
を
求
め
る

も
の
。

下
水
道
の
値
上
げ
中
止
を
求
め
る

請
願
書

（
内
容
）
今
年
４
月
か
ら
の
下
水
道
使
用
料

金
の
値
上
げ
中
止
を
求
め
る
も
の
。

可決
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崩壊した法面

グリーンファーム株式会社は、平
成 30 年から５期連続の赤字決算
であり、令和５年度においては、お
よそ 870 万円の赤字が予想され、
経営の改善に取り組む必要がある。

内容をご覧いただけます！  
今年度より、牛久市に提出された請願や陳情、また議員が議会に提出した議案
を牛久市議会ホームページに掲載しています。 

「請願・陳情」ご意見やご要望を直接市議会に提案できる制度。請願の提出には
議員１名以上の紹介が必要。  

「議員提出議案」 〇意見書：市政の発展にかかる事柄に関して、市議会の意見
を国などに意見として伝える手段。  

          〇決  議：議会の意思を対外的に表明するために行われる議
会の議決。 

        他に、議員による新たな条例の提案など、発案者である議員が
議案を提出する。 

 
 
 

 「請願」・「陳情」・「議員提出議案」 



　
令
和
５
年
は
４
月
に
市
議
会

議
員
選
挙
が
あ
り
、
新
人
議
員

も
８
人
と
大
幅
に
入
れ
替
わ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
に
は
沼

田
新
市
長
に
よ
る
市
制
も
ス
タ

―

ト
し
ま
し
た
。
新
体
制
と
な

り
、
編
集
委
員
も
変
わ
り
、
大

き
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
市

議
会
だ
よ
り
」
は
い
か
が
で
し

た
か
？
毎
回
見
や
す
く
読
み
や

す
い
編
集
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
野
球
で

は
、
大
谷
翔
平
選
手
が
史
上
最

高
額
で
米
国
西
岸
の
エ
ン
ゼ
ル

ス
か
ら
ド
ジ
ャ
ー
ス
に
移
籍
と

な
り
米
国
・
日
本
で
騒
然
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ィ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
花
盛
り
の
冬
季
、
世

界
的
に
活
躍
す
る
日
本
人
選
手

が
多
数
で
国
民
も
歓
喜
し
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
一
方
世
界
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
ロ
シ
ア
侵
攻
と
ガ
ザ
地
区
の

大
量
虐
殺
の
即
時
中
止
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。
　
　
　  （
大
森
）

広
報
常
任
委
員
会

委
　
員
　
長
　
山
本
　
伸
子

副
委
員
長
　
水
梨
　
伸
晃

委
　
　
員
　
磯
山
　
和
男

　
　
　
　
　
大
森
　
和
夫

　
　
　
　
　
伊
藤
　
知
子

　
　
　
　
　
出
澤
　
　
大

　
　
　
　
　
髙
嶋
　
基
樹

編
　集
　後
　記

ブリアントヴィルうしく＆Ushiku’s bar

先進事例に学ぶ 常任委員会視察研修
議会TOPICS

ブリアントヴィル点灯式（牛久駅東口）

議員による取材（エスカード牛久ビル３階）
ワインボトルツリー

　12 月２日、冬の風物詩として定着してきた、
「第 18 回ブリアントヴィルうしく」の点灯式が
牛久駅東口広場で開催されました。寒い中、多く
の市民の皆様が参加されていて、楽しそうな笑顔
がとても印象的でした。
　５歳のお子さんと参加されていた女性にお話を
うかがったところ、このような楽しいイベントを
もっとたくさん開催してほしいとのご意見をいた
だきました。
　また、エスカード牛久 3 階にて 11 月 30 日から
12 月 2 日に開催されていた Ushiku’s Bar では、
ワインやぶどうジュースを手に、流れる生演奏に耳
を傾け談笑する方で大いに賑わっていました。
　ワインを楽しまれていた方にお話を伺ったとこ
ろ、牛久市は神谷傳兵衛さんをもっと前面に出し
てワインの街としてのブランディングを進めても
らいたいとおっしゃっていました。
　市民の皆さんはこのように楽しいイベントがあれ
ば外に出て参加したいのだと感じる事ができました。

11月6日　静岡県西伊豆町
デジタル地域通貨「サンセットコ
イン」
町内の協力店だけで使える電子通
貨。利用に応じたポイント還元や
健康づくりの取り組み等によりコ
インを貯めることができる。
11月7日　静岡県沼津市
沼津市景観等と再生可能エネル
ギー発電事業との調和に関する条例
令和２年６月30日に交付、９月1日に
施行された条例の説明を受ける。

11月13日　栃木県宇都宮市
不登校適応支援教室「U＠りんくす」
不登校の子どもたちの学びの機会
を保障するため、インターネット上に
仮想空間を作り、アバターを使って
活動に参加することができる。
11月14日　栃木県那須町
「那須まちづくり広場」
旧小学校跡地を活用した施設。福
祉施設やカフェ、ゲストハウス、
オフィスなど多世代の交流と共生
の拠点となっている。

11月9日　秋田県大館市
「大館版mobiプロジェクト」実証
運行事業
地域活性化や共生社会の実現を目
的とした、「相乗り」「定額料金」

「AⅠによる効率的なルート設定」
により運行するモビリティサービ
ス。全ての人が社会参加しやすい
環境の整備としての公共交通を目
指している。

総務企画常任委員会教育文化常任委員会環境建設常任委員会

　
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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